
臨床医学研究における多項ロ
ジスティック回帰分析の活⽤
臨床医学研究において、多項ロジスティック回帰分析は患者の様々な要因
（説明変数）が、3つ以上のカテゴリを持つ臨床的な結果（⽬的変数）にどの
ように影響するかを分析するために広く利⽤されています。この統計⼿法は
疾患の分類‧診断、治療法の選択と効果予測、リスク因⼦の特定、医療資源
の最適化など、様々な臨床場⾯で重要な役割を果たしています。
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疾患の分類‧診断への応⽤
病型の鑑別
ある疾患に複数の病型が存在
する場合、患者の臨床症状、
検査値、画像所⾒などのデー
タから、どの病型に属するか
を予測します。例えば、特定
の症状や検査値の組み合わせ
が、A型肝炎、B型肝炎、C型
肝炎のどれに最も強く関連し
ているかを分析します。

重症度分類
疾患の重症度を「軽症」「中
等症」「重症」のように分類
し、患者の年齢、基礎疾患、
バイタルサインなどが、どの
重症度カテゴリに分類される
かに影響を与えるかを評価し
ます。

予後予測
患者の治療後の転帰が「完全回復」「部分回復」「悪化」「死亡」とい
った複数のカテゴリに分けられる場合に、患者の病状、治療内容、合
併症などが、どの転帰につながるかを予測します。



治療法の選択と効果予測
治療法の選択肢

ある疾患に対して複数の治療法（例：薬物療法A、薬物療法B、
⼿術、経過観察）がある場合に、患者の特性から、どの治療法
が最も有効であるか、あるいはどの治療法を選択する可能性が
⾼いかを予測します。これにより、個別化医療の推進に貢献で
きます。

治療反応性の予測

特定の治療法に対して患者が「良好に反応する」「⼀部反応す
る」「反応しない」といった複数の反応を⽰す場合、患者の遺伝
⼦情報やバイオマーカーなどが、治療反応性にどう影響するか
を分析します。これによって、より効果的な治療計画を⽴てる
ことが可能になります。



リスク因⼦の特定

⾼リスク
複数のリスク因⼦が重なる場合

中リスク
⼀部のリスク因⼦が存在する場合

低リスク
リスク因⼦がほとんどない場合

疾患発症リスクの評価では、特定の⽣活習慣（喫煙、飲酒、⾷⽣活など）、遺伝的要因、環境要因などが、疾患の発症リスクを複数の
段階で評価する場合に⽤いられます。例えば、⽣活習慣や遺伝的要因が病気の発症に与える影響を評価し、特定の⽣活習慣が病気の
リスクを⾼めることを明らかにします。

また、合併症のリスク評価では、ある疾患を持つ患者が、治療中に発⽣する可能性のある複数の合併症（例：出⾎、感染、臓器不全）
のうち、どれが発⽣しやすいかを予測し、そのリスク因⼦を特定します。



医療資源の最適化

⼊院期間の予測では、患者の病状や治療内容から、⼊院期間が「短期」「中期」「⻑期」のどのカテゴリに分類されるかを予測し、病
床管理や医療資源の配分を効率化します。また、再⼊院のリスク評価では、退院後の患者が、特定の期間内に「再⼊院しない」「短期
再⼊院」「⻑期再⼊院」のいずれかに分類される確率を予測し、予防的な介⼊を検討します。

⼊院期間の予測
患者の病状や治療内容から、⼊院期間

のカテゴリを予測

退院計画の策定
予測に基づいた効率的な退院計画の⽴
案

再⼊院リスクの評価
退院後の再⼊院確率を予測し予防的介
⼊を検討

医療資源の配分
予測に基づいた効率的な病床管理と資

源配分



多項ロジスティック回帰分析
の利点

多因⼦解析
複数の説明変数を同時に考慮し、それぞれの変数が⽬的変数に
与える独⽴した影響を評価できます。これにより、単⼀の変数
だけでは⾒逃されるような複雑な関係性を明らかにできます。

交絡因⼦の調整
患者の年齢や性別、基礎疾患といった、⽬的変数と説明変数の
両⽅に影響を与える可能性のある交絡因⼦を統計的に調整し、
より正確な関連性を導き出せます。

確率の推定
各カテゴリに分類される確率を算出できるため、単に分類する
だけでなく、リスクの度合いを定量的に評価できます。



実際の臨床研究例
敗⾎症の予測
敗⾎症患者のバイタルサインや
臨床検査値から、⾎液培養の陰
性‧陽性を予測する研究があり
ます。これにより、早期診断と
適切な治療介⼊が可能になりま
す。

癌のサブタイプ分類
患者の臨床症状、検査値、画像
所⾒、遺伝⼦情報などから、癌
のサブタイプを予測し、それぞ
れのサブタイプに最適な治療法
を選択することができます。

⽣活習慣病のリスク評価
⽣活習慣や遺伝的要因が特定の疾患の発症リスクに与える影響を評価
し、リスクの⾼い患者に対して予防的介⼊を⾏うことができます。



臨床医学研究における多項ロジスティック回帰分
析の将来展望

ビッグデータとの統合
⼤規模医療データの活⽤

AI技術との融合
機械学習との組み合わせ

リアルタイム臨床応⽤
臨床現場での即時活⽤

多項ロジスティック回帰分析は、臨床医学研究において、複雑な臨床現象を統計的に解明し、より適切な診断、治療、予防戦略の策
定に貢献する重要なツールとして活⽤されています。今後は、ビッグデータやAI技術との統合により、さらに精度の⾼い予測モデル
の開発が期待されています。

また、これらの統計モデルがリアルタイムで臨床現場に応⽤されることで、より迅速かつ正確な医療判断が可能になり、個別化医療
の実現に⼤きく貢献することが期待されています。


